
資料６ 
地区路線Bの継続基準について   

■過去に上程した継続基準について（令和２年第２回公共交通会議資料抜粋） 

継続基準 

○路線導入の次年度（４ １０月）実績を判断材料とします。 
 →路線導入の次年度（４ １０月）における、「収支率」および「１日あたりの延べ
利用人数」を算出し、以下の基準のどちらかを上回った場合、運行を継続することとしま
す。 
１．収支率１０％ 
２．１日あたりの延べ利用人数３０人 
※算出基準根拠は現在と同様 
判定時期 

○路線導入の次年度の１１月に継続可否を判断します。 
→予算編成時期に合わせて判断し、基準を下回った場合は、年度末を以て路線を
廃止することとします。 
備考 

○新規路線の導入時期は８ １０月（夏 秋）とします。 
→路線導入次年度の判定時期に備え、改善策等を実施し、利用者の定着を図るた
め、路線導入年度内に一定の運行期間を確保することとします。

■過去に上程した継続基準に対する委員意見 

・継続基準を設けることには賛同する。 
・導入から継続判定までの期間が約１年というのは短すぎる。 
・地区路線Bの運行データが少なすぎて基準の適切性が判断できない。 
・コロナ禍の影響による利用抑制がどの程度か測りかねる。 
・全地域で統一の基準を導入することが適切なのか慎重に判断すべき。 

以上の意見から、「継続基準は設けるものの、詳細について審議継続」との扱いとなっていま
す。 
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■現状データの整理 

・各地区の人口や路線の利用状況（実績資料再掲） 

地区 
居住人口

（人）R3.9.1 

運転免許非保有者
人口推計値
（人） 

65歳以上人口
（人） 

65 歳以上運転免許非保
有者人口推計値
（人） 

岩滑 7,784  2,320 2,115 764 

成岩 7,004  2,109 1,869 675 

瑞穂 6,012  1,699 1,378 497 

地区 

2020年度 2021 年度 
利用者数
（人） 収支率

利用者数
（人） 収支率 

（人/日） （人/日） 

岩滑
2,500 

8.5 
5,722 

7.3 
20.3 23.5 

成岩 
― ― 2,550 

6.7 
― ― 18.0 

瑞穂 
― ― 1,903 

4.8 
― ― 13.4
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導入1年目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入2年目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入3年目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入4年目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入5年目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入6年目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

項目 令和 2年度時点の案 今回提案 

指標① 
路線導入の次年度の４月から 
１０月の 1日あたり利用者数 

４月から １０月の収支率 
指標② 

路線導入の次年度の４月から 
１０月の収支率 

基準 
数値① 

30人/日 
収支率 10％ 

基準 
数値② 

収支率 10％ 

判定 
時期 

11月に判定する。 
※令和 4 年 9 月に導入した場合
は、令和 5年 11月。 

11 月に判定する。判定は３年に１度
行う。 
※令和 4 年 9 月に導入した場合は、
令和 6年 11月。 

判定 
詳細 

指標①もしくは指標②が基準を超
えれば継続。 
どちらの指標も下回った場合は、判
定年度の年度末で廃線。 

指標が１年分でも基準を超えれば継
続（次回判定は３年後）。 
３年分とも指標を下回った場合は、過
年度の実績が上昇傾向であれば継
続。上昇する見込みがなければ、判定
年度の年度末で廃線。 

その他  
コロナ禍をはじめとする天災など不可抗
力が原因で利用が低下する期間は判
定期間から外す。 
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